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④ 解 〉兄
二
三
μ

TSSにおける NEACタイパー端末操作法について

NEACタイパーは 50ボーの通信回線を使用して， 計算機センター内の多重通信制御部に接

続されデータステーションと同様に大阪大学大型計算機センターのタイムシアリングシステムの端末

装誼として使用できます。

NEACタイパーの各操作盤， 鍵盤， その他の配瞑図を（図ー 1) に示します。
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図ー 1 NEACタイパー操作部

ー NEACタイパーの各種操作振能について

〔I-i〕操 作 盤

1)'遁源スイッチ

ON側に倒すとモータを起動させ操作可能な状態にすると同時に， 電源ランプを点灯させ

る。

2) オフラインスイッチ

押し下げると NEACタイパーは計算機と切り離され， 単なるさん孔タイプライタとして

使用可能となる。

3) ノンプリントスイッチ

送信情報を印字する必要のない場合， 又は印字できない場合 (1行が72文字以上）に押し

下げる。但し，受信情報はこのスイッチに関係なく印字される。
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4)送信中ランプ

送信状態のときに点灯する。

5) 送信可ランプ

情報の入力が可能な状態のときに点灯する。

6)受信中ランプ

受信中の状態のときに点灯する。

但し，この時割り込み要求だけは送信することができる。

7) 誤検出ランプ

情報の送受儒中に誤りが生じた場合に点灯し，同時にプザーが鳴る。

リセットボタンを押すことにより解除されるが，これで復旧しないときは一度電源を入れ

なおしスタートボタンを押す。

8) スタートボタン

システムに対して会話間始の要求を行なう。

又，コマンド実行中（電源ランプ以外の表示ランプが消えている。）に押すと実行は一時停

止 (QUIT) する。

9)繰出しボタン

紙テープの繰出しを行なう。

但し，紙テープさん孔部の "ON"のプッシュボタンが押し下げられていなければならない。

10) 害I]り込みボタン

入出力中のシステムに対して，一時停止(QUIT)を要求する。

11) リセットボタン

“誤検出”ランプが点灯しシステムが一時停止した場合に，これをリセットする。

〔I-ii〕鍵盤

図ー 2は鍵盤配列図ですが，他より濃い Oで印された 8つの鍵の「FF」, 「消去」， 「EOT」,

「BS」, 「INT」, 「ETX」, 「PRG」, 「ERR」の各符号を送るには，中段左端の「特殊」鍵を押

えた状態で打鍵しなければなりません。

なお，これらの符号は印字を伴わない制御符号です。

⑦ CD CD CD CD CD CD CD① CDCD⑦〇

G)(D(D@G)(DG)C) G)(DCT)⑦〇◎

◎ CDCDCDCDCDc ⑦⑦ CDCDCDO◎ 

eRCDCDCDCDCDR ⑦ 00◎ 

こ
図ー2 鍵盤配列図
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各鍵の機能は次の通りです。

名称 機 ム月ヒヒ

印字 該当符号を送出しキートップ上の文字を印字する

上段 該当符号を送出しキ トップ上段文字の印字を可能にする。

下段 該当符号を送出しキートップ下段文字の印字を可能にする。

間隔 該当符号を送出し印字位限を 1ピッチ進める。

復改 該当符号を送出し印字位鷹を次の行の最初に移す。

連続 他のキーとの同時押し下げによって，そのキーの連続打鍵を行なう。

特殊 印字キーとの同時押し下げによって， 6ビット目をマーク変換し (FF),(消去），
(EOT), (BS), (INT), (ETX), (PRG), (ERR)の符号を発生させる。

FF  該当符号を送出し，用紙を 1シート分フォームフィードさせる。
但し，スプロケットプラテンの時のみ有効です。

消去 該当符号を送出する。
オフラインで紙テープ作成中の誤さん孔訂正に用います。

BS 該当符号を送出し印字位置を 1ピッチ後退させる。
KBI ょり入力中の誤打鍵訂正に用います。

INT 該当符号を送出する。
KBIょり入力中に QUITをかけるのに用います。

ETX  該当符号を送出する。
情報のブロックの区切りをつけます。

ERR 該当符号を送出する。
, KB  1より入力中の誤打鎚訂正に用います。

〔I-iii] 紙テープ読取部及び紙テープさん孔部

送信可能な時("送儒中”及び“送信可”ランプが点灯している。）に紙テープ読取部レバー

を "START" 側に倒すと紙テープ読取部はすでに与えられたコマンドによる入力装限指定と

は無関係にそのときから紙テープを入力し始めます。

又，“ノンプリント”スイッチを押し下げておかない限ぎり，端末からの送信情報は，すべて

キーボードプリンタ上に印字されます。

同様に紙テープさん孔部は， "ON"のプッシュボタンが押し下げられた状態では送信，受信

文字及ぴ制御符号のすべてを紙テープにさん孔します。

紙テープ読取部レバーの位附

二紙テープの読み込みが可能になる。

STOP 紙テープの読み込みを停止させる。 （紙テープを使用しないときは，この位閥にしてお
く。）

FREE I紙テープをセットしたまま前後に動かすことができる。
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紙テープさん孔部プッシュボタンの押し下げ

'REL 紙テ プをセットしたまま前後に動かすことができる。

B.SP 紙テープを 1字分後退させる。

ON 紙テープのさん孔が可能になる。

OFF 紙テープのさん孔はされない。

紙テープ (NT306C及び NT308C)の NEACCODE TABLE 

・OCT  KB PRINTER I I コ ド

1, i上 段 下 段 8 7 6 5 4 3 2 1 

Control コ ド
,Vo. OCT 

Cha. 8 7 6 5 4 3 2 1 

゜
00 ! 躁 I!'. i I I 51 63 BS " . . . 

1 i 01 l ヘ I •i '' 
゜＇ 

52 64 INT 

゜
.... 

゜2 02 2 フ I

゜ I ゜
53 65 ENQ ... 

゜ ゜3 03 3 ， ア I ... 54 66 復改 " .. . .. 
4 04 4 ウ

゜ ゜
55 67 間悶

゜
. . . . .. 

5 05 5 I 工 i 

.. .1-j.1 ~ 
6 06 6 オ

， 
56 70 EOT 

゜
.... 

゜57 71 ETX .. " ゜ ゜7 07 7 ヤ Fl i .. I』 I''I' 
o1o• 

8 10 8 ユ I• 

， 11 ， ヨ 。
゜

58 I 72 I ACK .... 
゜ ゜59 73 NAl( 

゜
... 

゜
. . 

60 74 ERR .... ... 
10 12 ＠ I i ゜

、畠 61 75 I PRG I 

゜
.... • • ゜11 13 ＃ 

゜ "' I .... 62 76 F F 

゜
.... ... 。

12 14 （ レ .... 63 77 消去 0 $i0  " " .. 0 

゜13 15 A チ

゜
I ... 

゜ ! 

14 16 B コ .. I ' .. . .. 
15 17 C u 

゜
疇9 ... 

NT306C 
20 D ン

゜ ゜ピ—-

17 21 E ィ

゜ ゜18 22 F 9ヽ’ I ゜
.. 

19 23 : G キ I • I ! .. ... 
24 [ H • 三'I, • 0 ' I ,-

20 ク ！ 

ニ i21 25 I I , .. i• I ゜22 26 ＋ " 
I , .. I.. • 

NT308C 

23 27 9レ

゜
1 .. .. .. 

24 30 ム：' i I I I• • 

25 31 J マ＇ ゜

：冒
26 32 K ノ .. 
21 I 33 L''J  

28 モ 1 .. 

29'35 N ’i ミ’I 
， 

30 36 0.. • ラ lI i 
31 ! 37 ! P 七；I 誓ヽ

32 40 Q ' ! .. 。タ；

33 41 R ス

゜
。

34 42 ※ メ

゜ ゜35 43 ¥ ホ I '゚ 蝠9
. . 

36 44 I I I 
., 

゜37 45 ） ケ

゜
O I I I• ゜38 46 s ,, 

゜ ゜
.... 

39 47 T 力

゜
.... 

40 50 u ナ 岨

゜41 51 V e: .. 
゜

.. I• 

42 52 IV I ナ 奮a
， ゚ ゜

.. 
43 53 X サ→

゜ • I " . 
44 54 y ン 1

゜ I• ... 
45 55 z ツ I •1 . . ゚
46 56 ％ ソ

• "! 5 ←I'o 〇-

.... 
47 57 ネ 崎9 ... .. 
48 60'~ ワ I'"  ..' ' -— I i 1• 
49 i 61 l令令 段 編9 ... 
50 62 f'' 段 :• .... ＇ 藝'
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II TSS使用時における端末操作法

TSS の使用開始に先だって次の様な初期状態 (1- 5) に各スイッチ， レバーなどがセッ

トしてあると考えます。

1. 電源スイッチ

2. オフラインスイッチ

3. ノンプリントスイッチ

4. 紙テープ読取部のレバー

5. 紙テープさん孔部のプッシュボタン

OFF ． 
OFF 

OFF 

STOP側に倒れ,・ いる。

OFFが押し下がっている

以下にフローチャートを用いて使用に際して比較的一般的ナ可について操作法を説明します。

〔 II — i 〕会話の開始と終了

［電源スイッチを ONにする。

↓ 

スタートボタンを 2回押す。 1

↓ 

（受け付け時間）

↓ 

I "HELLO" コマンドを入力し会話開始。1

) 
ロ云＇コマンドを入力し会話終了。

↓ 

（年月日）

（使用 CPU-TIME,小数点の位置は秒を表わす）

↓ 

FAイッチを OFFにする。

電源スイッチをONにすると電源が入り，電源ランプが点灯します。次のスタートボタンを押す

ことによりその端末の通信線にテープルが与えられ， 2回目のスタートボタンを押すとシステム

に会話開始を知らせます。会話開始の要求が受けつけられるとシステムから "WELCOME"の
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応答があります。

"HELL〇”コマンドを入力して会話を始めて下さい。

しかし応答のない場合は，センターの準備ができていませんので会話は開始できません。

又，その日の TSS のサービスはシステムからの "SERVICEEND"のメッセージ出力で終

了します。この時は "BYE"コマンドを入力する必要はありません。

〔 II — ii 〕情報の入力方法

NEACタイパーからの入力方法は，キーボードの打鍵による入力と付屈紙テープ読取部から

の入力の 2通りの方法があります。

従って，コマンドによる入力装固の指定は， KBI., TRl, MRl, のみが可能ですが〔 I-iii〕

で記したように紙テープ読取部の機械的な性質からコマンドの入力装搬指定を TRl にしてお

き，実際は KBI から入力，又はその逆のような方法でも入力することができます。

NEACタイパーでは，情報の 1プロックの区切りは "ETX"符号でつけます。データステー

ションでのように“復改”符号による区切りは使用できません。

又， 1ブロックの入力情報が， 149文字（制御コード，その他を含む）以上になると，そのブ

ロックに「レ」印を付加しブザーが鳴ります。なお，「レ」印の付加された 1プロックの情報は消

去されます。

I. キーボードからの入力

1)入力

“送信可”及び“送信中”のランプが点灯しているときに入力可能です。

1行の最後に "ETX"キーを打鍵することによりその行が入力されます。

なお，印字用紙の最大印字数／行は72文字です。

2) 誤って打鍵したときの訂正方法

以下の二通りの方法は "ETX"キーを押す前の情報に対してのみ有効です。 "ETX" 

キーを押してしまった情報に対しては， EDIT,又は， UPDATEコマンドで訂正することに

なります。

o "BS"キーによる訂正方法

訂正位慨まで "BS"キーを打鍵する。（戻った位慨までの
情報はすべて消去されます）

プリンターを 1行分手でまわす。

（印字文字を見やすくするためです）

↓ 

口べき文字より入力する。
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例 READY hh-mm-ss 

※ INPUT S, MR凰闊
00, MR1 

O "ERR", "ETX"キーによる訂正方法

"ERR"キーを打錦する。

"ETX"キーを打鍵する。

（その行の情報はすべて消去されます）

“復改”キーを打鍵する。

（印字を兄やすくするためです）

□クの最切から入力する。

sc
••>>寄

川
）

呉
旧
也

Y

T

 

D
 

A
P
U
 

R
E
I
M
 

※
 

wり夕ー

INPUT S, NAME, TRl 

2. 付屈紙テープ読取部からの人力

1)入力

“送偏 ilf" 及び“送信•中”のランプが見i灯しているときに紙テープを紙テープ読取一部に

セットし，レバーを START側に倒すと人力し始めます。

"ETX"符号から次の "ETX"符号までの文字数が73文字以上の紙テープは，紙テ

ープ作成時に適堵な位骰に復改符号をいれておくか，入力時に“ノンプリント”ボタンを

押し下げておかないと印字）ll紙の端が成ね打ちになります。

データを紙テープで入力する場合，プログラムの中のデータのフォーマットで「復改符

号」及び「ETX符号」のための欄をとる必要はありません。

2) 入）J可能な紙テ プ形式

OOFF LINEで作成された紙テープ

＼ 
DATA ![ DATA T X E 1 E T X 1 EOF l ( 

＼ 
DATA * DATA !I~ 乙 [、I后 >EOF I I ( 
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紙テ．ープ作成時に，誤さん孔した場合は，紙テープさん孔部の "B.SP" プッシュボタン

を押し下げて 1字分戻し“消去”キーを“特殊”キーとのダプルタッチで打鍵し消去し

ます。

o ON LINE (OUTPUTコマンド）で作成された紙テープ

'-------
繰出し

C
R
 

A
C
K
 

99--

'— E
T
X
 

A
 

T
 

A
 

D
 

C
R
 

A
C
K
 

., ．．．．．．．． 
ー

．．．．．．．．．．．． 

E
T
X
 

A
 

T
 

A
 

D
 

C
R
 

A
C
K
 

芹IさC 1 EOF 芹IをC,---:ご二て一
X KR  X KR繰出し

（注 意）

次の形式の紙テープは NEACタイパーでは入力できません。データステーションでの

み使用可能です。

なお， データステーションで "OUTPUT" コマンドによって出力された紙テープのうち

昭和45年 5月15日以前に作成されたものはこの形式になっております。

の形式はデータステーションでの使用も可能です）

（前記した 3種

r_＼
¥
lム

DATA 

-

C

R

＿
 

DATA 

ー―_＿＿＿_＿_＿＿＿_＿_＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_-『

C
R
 

7
ム

T-―――――――――――-9-
.... ＿＿_＿＿＿-― 

C
R
 

1 EOF 

ー・・・
5
9
-

．．
 
1-= ．．．．．．． 
-

C

R

 

「ノ
l
¥
1

3)付属紙テープ読取部から入力中のエラー処理（通信回線上のエラー）

0入力装龍の指定がTRlのとき

r ---------------

：エラ—発生！
[ ______________' 

↓ 

------------------------------------------------------------, 
：プザー鳴動，紙テープ読取部は停止する。 i
:------------------------------,------------------------------: 

［リセットボタンを押す。 （修正を行なうとき）

↓ 
―̀................................... 

iエラーを生じた 1プロッ

iクのデータを消去して次

iのプロックから読み始め
；る。
c••··••••••••••••••••••••••·•·•··•·•• 

紙テープリーダのレバー

をSTOP側に倒す。

［リセットボタンを押す。

紙テープをセットしなお

して再ぴそのプロックを

紙テープ読取部から入

カ，又は KBIからでも

入力することができる。
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0入力装置の指定が MRlのとき

r---------
''  
’’  ：エラ一発生：
' '  
し-------"------'

,----------------------------------------------------皿---------------,
: エラーを生じた 1プロックにレ印を付加する。 ｛ 

: （レ印の付加された 1プロックは消去される。） ： 
i紙テープ読取部は停止し操作盤上の電源ランプ以！

i外のランプはすべて消える。 ＇ 

--------------------------------------------------------------------

Iスタートボタンを押す。 I 

↓ 

（修正を行なうとき）

紙テープ読取部のレバー

を STOP側に倒す。

スタートボタンを押す。

紙テープをセットしなお

して再びそのプロックを

紙テープ読取部から入

カ，又は KBIからでも

入力することができる。

0入力装粧の指定が KB!のとき

9

9

9

9

9

9

9

9

 

．

．

 

．

．

 

~
生
~

~
発
~

-―-

―

―

 

―
ラ
―

-• 
~
工
~

．

．

 

r,'
’’,＇’・

〔 II — iii 〕情報の出力方法

NEAC タイパーヘの出力方法は，キーボードプリンタヘの出力と付属紙テープさん孔部への

出力の二通りですが， COUTPUTコマンドでセンターのラインプリンタを使用することもでき

ます。

1) 紙テープヘの出力

OUTPUTコマンドによる出力形式は (IIーii-2-(2))で記したとおりですが，ユーザ
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ープログラムの実行において出力される紙テープにば情報の前後に繰り出しはついて出ま

せん。従って，あらかじめ繰出しボタンによってつけておく必要があります。

2)付属紙テープさん孔部に出力中紙テープが足りなくなったときの処理は次のようにしま

すが，紙テープ出力中の QUITについては (IIーivー(4))を参照して下さい。

I QUITをかける。 I 

↓ 

ロプを取り替える。

↓ 

FTARTコマンドで再開させる。

〔 Il — iり QUIT のかけ方

利用者は以下の方法で実行中のコマンドやユーザープログラムを一時停止させることができ

ます。

情報入力時……割り込みボタンを押し次に ETX符号を送信する。

情報出力時……割り込みボタンを押す。

入出力の行なわれていない時……スタートボタンを押す。

（電源ランプ以外の表示ランプが消えている。）

QUITをかけるとシステムから次のメッセージが印字されます。実行を再開したい場合に

は， RESTARTコマンドを， 又，実行を終了させたい場合には， ENDコマンドを入力して下

さい。

この時他のコマンドを入力することはできません。

QUIT ss. sss n n n 

READY hh-mm-ss 

※ [ ss sss . …•• それまでに使用した CPU-TIME

n n n・; …• プログラムがどの PHASEまで進んだかを示す。

一般的な QUITのかけ方を 1)- 4) に図示します。特に付屈紙テープさん孔部への出力中

における場合には注意して下さい。

1) キーボードから入力中の QUITのかけ方

I割り込みボタン又は INTキーを打鍵する。

↓ 
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I ETXキーを打鍵する。 I 

↓ 
, ——........................ 皿......................: 

: QUIT s. sss nnn : 

: READY hh-mm-ss : 

; ※ ；  
'................................................. : 

↓ 

： 又 は RESTARTコマンドを入力する。

2)付属紙テープ読取部から入力中の QUITのかけ方

紙テープ読取部のレバーを STOP側に倒し読取を

停止させる。

↓ 

［みボタン，又は INTキーを打鍵する。

↓ 

紙テープ読取部のレバーを START側に倒し読取を

再開させる。

，．紙テープ読取部のレバーを STOP側に倒し読取を停

止させる。

ENDコマンドを入力し

実行を終了させる。

例 READY 11-05 -57 

※INPUT S, PROG, TRI 

WAIT 11-07 -29 

RESTART コマンドを

入力し実行を再開させる

紙テープ読取部のレバー

をSTART側に倒す。
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AAAAAAAAAA 

f' 
BBBBBBBBBB 

QUIT 0.280 001 

レバー STOPにする。

割り込みボタンを押す。

レバー STARTにする。

READY 11-07-50 , レバー STOPにする。

※ RESTART 

WAIT 11-17-12 , レバー STARTにする。

cccccccccc 
DDDDDDDDDげ

EEEEEEEEEE 

lEOF 

EOP 0. 521 

3) キーボードプリンタヘ出力中の QUITのかけ方

I割り込みボタンを押す。 I 

↓ . 

I END, 又は RESTARTコマンドを入力する。

4)付属紙テープさん孔部へ出力中の QUITのかけ方

I割り込みボタンを押す。 1 

↓ 
......... 

出力中のデータ (1プロック）を出力後

QUIT 
READY 

紙テープさん孔部の OFFのプッシュボタンを押し

下げる。

ENDコマンドを入力し

実行を終了させる。

"RESTART" と打鍵

する。
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紙テープさん孔部の ON
のプッシュボタンを押し

下げる。

ETXキーを打鍵する。
(RESTARTコマンドを

入力する。）

例 出力紙テープの形式

(OUTPUTコマンドで紙テープ作成中に QUIT→ RESTART処理したもの）

C
R
 

A
c
k
 

__ __— 

E
T
X
 

DATA4 芹II心 QUIT ----------
X T 

A
C
K
 

A
C
K
 

__ ___—______— 

__ ＿
 
__ 

E
T
X
 

E
R
R
 

DATA5 
E
T
X
 

〔IIーV〕システムからの「レ」印返送について

端末からの入力情報や端末への出力情報の中に未定義コードが含まれていた場合や，端末で

操作を誤った場合などにシステムから「レ」印が返送されます。

入力情報中に「レ」印の付加された情報はその 1ブロックのみ消去されますのでそのプロッ

クの再入力を必要とします。

又出力情報中の「レ」印の付加された情報は正常に出力されるまで（最大 4回）同じ情報を出

力します。

皿 システムとの会話例

次にソースプログラムを入力してからオプジェクト・プログラムを実行させるまでの作業を通し

て， NEACータイパーを用いた会話の流れを例をおって説明します。

システムが出力した情報はすべて赤字で，又，利用者の入力した情報はすべて黒字で印字されて

います。

なお，コマンドの詳細については『NEACーシリーズ 2200NEAC-TSS (PHASE 0) コマンド説

明書』をご参照下さい。

以下の各説明文，フローチャート，使用例中の番号に関しては対応がついています。

説明中に用いる略号は次のとおりです。

GC; グループコード

UN ; 利用者名

PW; パスワード

KD; 課題番号

FC ; ファイル・クラス

FN; ファイル名

FT; ファイル・タイプ

IDV; 入力装韻

ODV; 出力装渥

D ; データ・ファイル名，又は端末入出力装涸名

MOD; ファイルのモード

CCC; 改行指定文字

-67-



〔Illー i〕例題 1

この例題では， EDITコマンドの機能を色々使用してみました。

EDITコマンドを使用すると，ファイルを作成しながらそのファイルの "ETX" キー打鍵済

のラインに対する修正をランダムにしかもカラム単位で行なうことができますし，又すでに登

録されているファイルに対してはアップデイト・ファイルを作成することなく修正を行なうこ

とができます。

キーボードからの入力でファイルを作成する場合，上記の機能の活用が有効と思われます。

この会話例では次の作業を行なう。

1) HELLOコマンドを入力しシステムとの会話を開始する。

2) EDITコマンドでキーボード入力のソースプログラムの編集，作成を行なう。

なお，プログラムの内容は， SIN関数の近似公式から SIN関数表を作成する。

3) ソースプログラムを翻訳する。

この時診断メッセージをキーボードに出力させるように指定した。

4) ソースプログラムの修正を EDITコマンドで行なう。

5) ソースプログラムのラインナンバーをつけ直す。

ソースプログラムに対し追加行，削除行等の編集を行なったので，見やすくするためにラ

インナンバーのつけ直しを行なった。

6) ソースプログラムを再翻訳する。

この時，ソースプログラムリスト，メモリマップ，診断メッセージをキーボードに出力さ

せるように指定した。

7) リロケータプル・プログラムを結合させ，オプジェクト・プログラムを作成する。

8) オプジェクト・プログラム (SIN)のモードをパーマネントに変更する。

オプジェクト・プログラムの初期モードはテンポラリーです。したがって 1回の実行で消

去されては困る場合にはあらかじめパーマネントモードに変更しておく。

9) オプジェクト・プログラムを実行させる。

実行時にキーボードからデータを入力している。

10), 11) 実行を中断させた場合， RESTARTコマンドで実行を再開させるか， ENDコマンド

で実行を打ち切らせるかのどちらかである。

他のコマンドをこの時入力することはできない。

12) BYEコマンドを入力しシステムとの会話を終了する。
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例題 1 EDITコマンドの活用

① 

② 
ソース・プログラム・ファイルの

作成及び編集

③

⑥

 

⑦ 

ソース・プログラム・ファイルの

訂正及び担隼

⑧ | オプジェクト・プログラムの

モード変更

④

⑤

 

⑨ 

実行の中断

⑪ 実 行 の再開

⑪ 実 行 の打切り

⑫ 
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〔 m — ii 〕例題 2

この例題では，グループの異なる利用者が，ファイルを共用する場合の使用法を示じます。

この会話例では次の作業を行なう a

1) HELLOコマンドを入力し， UN;OKADA, KD; 6000DC0005の利弔者が；グループcooの

ディスクエリアを使用してシステムとの会話を開始する。

2) ソースプログラム SQUAREを付属紙テープ読取部からノンプリントボタンを押した状態

で入力している。

なお，このプログラムの内容は，正方行列のサイズNを与えると 1から NXNまでの正整数

を行列の各列要素の和，各行要索の和，対角要素の和が等しくなるように行列要素を決める

プログラムである。

3) ソースプログラムを翻訳する。

この時診断メッセージをキーボードに出力するように指定しているが，エラーがなかった

ため出力はない。

4) リロケータプル・プログラムを結合させ，オブジェクト・プログラムを作成する。

5) オブジェクト・プログラムのモードをリンカプル，プライマリ，リードオンリー，パーマ

ネント，グループ (LMRPG)モードに変更する。

これは，他のグループに PULLコマンドによって登録するには，ファイルのモードがリン

カプルでなければならない。又，ファイルをリンカプルモードにするには， MRPGモードで

なければならないという制約からここで上記の変更を行なう。

6) BYEコマンドを入力しシステムとの会話を終了する。

7)他の端末装證から UN;YASUI, KD; 6000DC0001の利用者がグループ S03のディスクエ

リアを使用してシステムとの会話を開始する。

8) PULLコマンドでグループcooに登録されている FN;SQUARE, FC; 0のファイルを守グ

ループ S03に FN;SQUAREとして登録する。この場合，グループ S03においてこのファ

イルのモードは，ノットリンカブル，プライマリ， リードオンリー，テンポラリ， グループ

モードとして登録され， S03のディスクエリアは使用されない(UOA=0)。

S03のディスクエリアに書き写したいときには， COPYコマンドで複写できる。

9) オブジェクト・プログラムを実行させる。

実行時にデータをキーボードから入力している。

10) BYEコマンドを入力しシステムとの会話を終了する。
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例題2 グルー•プ間のファイルの共用

① 

② | 、ノース・プログラム・ファイルの作成

③
 

④ 

⑤
 

オプジェクト・プログラムのモード変更

⑥ 

⑦ 

⑧
 

他のグループのファイルを

自分のグループに登録する

⑨
 

⑩ 
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〔IIIー iii〕例題 3

この例題ではディスク・データファイルの簡単な使用法を示します。

入カデータが他のプログラムの出カデータである場合や複数のプログラムが共通の入カデー

タを扱う場合，又は，入出カデータが多鼠である場合などにディスク・データファイルを使用し

ます。

ファイルの作成にあたり自動的に5UOAが割り当てられるが，それ以上のエリアが必要な場合

にはあらかじめ， RESERVEコマンドで確保する（最大15UOA)必要があります。

この会話例では次の作業を行なう。

1) HELLOコマンドを入力しシステムとの会話を開始する。

2)現在の利用者の会話情況を出力させる。

DUMMY-UOAの大きさと仕事に必要なディスクエリアの大きさを比べる。

この例では， 1UOAの大きさは 3TRACK, このグループには 90UOA与えられており，その

うち DUMMY-UOAは 39であると出力されている。

3) ソースプログラムを作成する

ディスクファイル使用に関する CALLFILENM, ENDFILEの 2つのステートメントが使

用されている。

なお，このプログラムの内容は 2変数における単回帰直線をもとめるものである。

4) ソースプログラムを翻訳する。

5) リロケータプル・プログラムを結合させ，オプジェクト・プログラムを作成する。

6) オプジェクト・プログラム (KAIKI) のモードをパーマネントに変更する。

7)紙テープ読取部からデータを入力し， FN;DATAlというデータファイルを作成する。

このときノンプリントボタンは押し下げられている。

8) データ出力装骰をキーボードプリンタから FN;DATA2 というデータファイルに変更する。

9) オブジェクト・プログラムを実行させる。

10) キーボードプリンタにデータファイル (DATA2) の情報を出力させる。

情報最が多い場合には，センターのラインプリンタに COUTPUTコマンドで出力するのが能

率的である。

11) ソースプログラム (KAIKI)を消去している。

各利用者は責任を持って各自の不必要なファイルを消去しなくてはならない。

ディスク上に長期保存することは不合理であるので紙テープ保存が望ましい。

12) BYEコマンドを入力しシステムとの会話を終了する。
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例題3 データ・ファイルの使用法

①
 

②
 

③ | 、ノース・プログラム・ファイルの作成

④ 

⑤
 

⑥
 

オプジェクト・プログラムの モード変更

⑦ データ・ファイルの作成

⑧ データ出力装潰の変更

⑨
 

⑩ 

⑪ 

⑫ 
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